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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第42期

第３四半期累計期間
第43期

第３四半期累計期間
第42期

会計期間
自 平成28年２月21日
至 平成28年11月20日

自 平成29年２月21日
至 平成29年11月20日

自 平成28年２月21日
至 平成29年２月20日

売上高 (千円) 41,093,687 43,418,685 51,088,896

経常利益 (千円) 3,799,512 4,117,471 3,517,817

四半期(当期)純利益 (千円) 2,488,897 2,695,069 2,165,136

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 2,061,356 2,061,356 2,061,356

発行済株式総数 (株) 26,240,800 26,240,800 26,240,800

純資産額 (千円) 22,797,762 24,813,119 22,586,309

総資産額 (千円) 33,890,301 35,165,257 34,029,562

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 95.15 103.03 82.77

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 14.0

自己資本比率 (％) 67.3 70.6 66.4
 

 

回次
第42期

第３四半期会計期間
第43期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成28年８月21日
至 平成28年11月20日

自 平成29年８月21日
至 平成29年11月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.04 0.76
 

(注)　１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載

しておりません。

５　当社は、第40期第２四半期会計期間より「役員報酬BIP信託」を導入しており、当該信託が所有する当社株

式を自己株式として処理しております。これに伴い、１株当たり四半期(当期)純利益金額の算定上、当該

自己株式の期中平均株式数82,400株を控除しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はありま

せん。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用所得環境の改善や消費者の購買意欲の持ち直しにより、個人消

費は緩やかな回復傾向が見られましたが、依然として節約志向が根強く、消費に力強さは見られませんでした。

　自転車業界におきましては、引き続き一般車を中心に販売の鈍化傾向が見られましたが、スポーツサイクル、電動

アシスト自転車などの付加価値の高い商品は好調に推移しました。

当社の取り組みとしては、先般のカナダのスポーツサイクルブランド「ルイガノ」「ガノー」の日本総販売代理権

取得に続き、海外スポーツサイクルパーツブランド8社の日本総販売代理店の開始により、スポーツサイクル本体か

ら、パーツ、ウェアまでスポーツサイクルに関するアイテムをすべて取り扱う卸事業を強化いたしました。

　新商品としましては、腕時計にもなるスピードメーター「スピードウォッチ」を搭載したジュニアマウンテンバイ

ク「ドライドＳ３（エススリー）」や、幼児用トレーニングバイクに駆動機構を追加すれば、通常の自転車として使

用できる「キッカーグランデ」など、今までになかった機能を付加した新しいコンセプトの自転車の販売を開始しま

した。

また、2017年度グッドデザイン賞（主催：公益財団法人日本デザイン振興会）の受賞商品としまして、レジャーに

手軽に持ち出せる折り畳み自転車「アウトランク」と、お子様の成長に合わせて、安心して安全に乗ることができる

16型自転車「ファストライドハブス」が選ばれました。

当第３四半期累計期間の新規出店は、北海道へ１店舗、東北地域へ１店舗、関東地域へ５店舗、中部地域へ１店

舗、近畿地域へ４店舗、中国地域へ２店舗、九州地域へ１店舗の計15店舗となりました（４店舗閉店）。この結果、

当期の店舗数は直営店429店、FC店24店のあわせて453店となりました。

これらの結果、当第３四半期累計期間における売上高は43,418百万円（前年同四半期比5.7％増）となりました。利

益面では、営業利益は4,053百万円（前年同四半期比9.5％増）、経常利益は4,117百万円（前年同四半期比8.4％

増）、四半期純利益は2,695百万円（前年同四半期比8.3％増）となりました。

なお、当社は自転車小売事業を行う単一セグメントのため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2) 財政状態の分析

①資産

当第３四半期会計期間末の総資産の残高は、前事業年度末と比較して1,135百万円増加し、35,165百万円となりま

した。

流動資産は、前事業年度末と比較して1,297百万円増加し、15,327百万円となりました。これは主に、商品の増加

988百万円、現金及び預金の増加237百万円、売掛金の増加206百万円、未着商品の減少206百万円によるものでありま

す。

固定資産は、前事業年度末と比較して161百万円減少し、19,837百万円となりました。これは主に、建物の減少119

百万円等によるものであります。

②負債

当第３四半期会計期間末の負債の残高は、前事業年度末と比較して1,091百万円減少し、10,352百万円となりまし

た。

流動負債は、前事業年度末と比較して876百万円減少し、7,318百万円となりました。これは主に、短期借入金の減

少500百万円、買掛金の減少190百万円、未払法人税等の減少180百万円等によるものであります。
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固定負債は、前事業年度末と比較して214百万円減少し、3,033百万円となりました。これは主に長期借入金の減少

187百万円等によるものであります。

③純資産

当第３四半期会計期間末の純資産の残高は、前事業年度末と比較して2,226百万円増加し、24,813百万円となりまし

た。これは主に、当第３四半期純利益による増加2,695百万円、剰余金の配当による減少367百万円、繰延ヘッジ損益

の減少100百万円等によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

特に記載すべき事項はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期累計期間において、当社の従業員数は67名増加し、1,418名となりました。これは主に業容拡大に伴う

採用によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,243,200

計 96,243,200
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年11月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年12月28日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,240,800 26,240,800
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 26,240,800 26,240,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年８月21日～
平成29年11月20日

─ 26,240,800 ─ 2,061,356 ─ 2,165,171
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社あさひ(E03439)

四半期報告書

 5/14



 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成29年８月20日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成29年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 300
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

26,236,800
262,368

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式 普通株式 3,700
 

― 同上

発行済株式総数
 普通株式

26,240,800
― ―

総株主の議決権 ― 262,368 ―
 

(注) １　完全議決権株式（その他）における普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式1,400株（議決権個数 

14個）が含まれております。

２　完全議決権株式（その他）における普通株式には、役員報酬BIP信託が所有する当社株式82,400株（議決権

個数824個）が含まれております。

３　単元未満株式における普通株式には、当社所有の自己株式が50株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社あさひ

大阪市都島区
高倉町三丁目11番４号

300 ― 300 0.0

計 ― 300 ― 300 0.0
 

（注）上記のほか、「役員報酬BIP信託」導入に伴い設定された役員報酬BIP信託が所有する当社株式82,400株を四半

期貸借対照表上、自己株式として処理しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年８月21日から平成29年

11月20日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年２月21日から平成29年11月20日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  資産基準             　0.2％

  売上高基準          　 0.1％

  利益基準           　△0.4％

  利益剰余金基準     　△0.7％
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年２月20日)
当第３四半期会計期間
(平成29年11月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,966,554 2,203,602

  売掛金 1,504,168 1,711,006

  商品 8,388,256 9,376,867

  未着商品 876,971 670,971

  貯蔵品 159,635 189,789

  その他 1,136,986 1,177,745

  貸倒引当金 △2,189 △2,009

  流動資産合計 14,030,384 15,327,974

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 9,116,541 8,997,248

   土地 2,859,085 3,012,734

   その他（純額） 988,672 790,612

   有形固定資産合計 12,964,299 12,800,595

  無形固定資産 338,770 369,213

  投資その他の資産   

   差入保証金 4,224,443 4,449,892

   建設協力金 1,584,929 1,489,493

   その他 932,451 772,716

   貸倒引当金 △45,717 △44,629

   投資その他の資産合計 6,696,107 6,667,473

  固定資産合計 19,999,177 19,837,282

 資産合計 34,029,562 35,165,257
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年２月20日)
当第３四半期会計期間
(平成29年11月20日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 2,958,066 2,767,516

  短期借入金 500,000 ―

  1年内返済予定の長期借入金 250,000 250,000

  未払法人税等 1,102,704 921,816

  賞与引当金 649,311 1,029,744

  株主優待引当金 53,965 22,859

  商品保証引当金 96,825 102,318

  その他 2,584,382 2,224,642

  流動負債合計 8,195,255 7,318,896

 固定負債   

  長期借入金 2,187,500 2,000,000

  株式報酬引当金 64,000 82,000

  商品保証引当金 26,780 28,355

  資産除去債務 373,467 398,316

  その他 596,250 524,569

  固定負債合計 3,247,997 3,033,240

 負債合計 11,443,253 10,352,137

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,061,356 2,061,356

  資本剰余金 2,165,171 2,165,171

  利益剰余金 18,357,641 20,685,344

  自己株式 △120,387 △120,387

  株主資本合計 22,463,782 24,791,485

 評価・換算差額等   

  繰延ヘッジ損益 122,527 21,634

  評価・換算差額等合計 122,527 21,634

 純資産合計 22,586,309 24,813,119

負債純資産合計 34,029,562 35,165,257
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年２月21日
　至 平成28年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年２月21日
　至 平成29年11月20日)

売上高 ※1  41,093,687 ※1  43,418,685

売上原価 20,854,077 21,763,508

売上総利益 20,239,610 21,655,177

販売費及び一般管理費 16,538,176 17,601,346

営業利益 3,701,433 4,053,830

営業外収益   

 受取利息 40,217 40,479

 為替差益 2,536 ―

 受取家賃 60,140 81,402

 受取補償金 4,950 6,723

 その他 47,488 36,140

 営業外収益合計 155,334 164,746

営業外費用   

 支払利息 4,770 2,744

 不動産賃貸原価 45,261 64,483

 その他 7,224 33,877

 営業外費用合計 57,256 101,105

経常利益 3,799,512 4,117,471

特別利益   

 受取補償金 ※2  101,810 ―

 特別利益合計 101,810 ―

特別損失   

 固定資産除売却損 4,575 22,546

 減損損失 14,361 19,300

 災害による損失 ※3  11,498 ―

 特別損失合計 30,435 41,846

税引前四半期純利益 3,870,887 4,075,624

法人税、住民税及び事業税 1,613,000 1,544,000

法人税等調整額 △231,009 △163,444

法人税等合計 1,381,990 1,380,555

四半期純利益 2,488,897 2,695,069
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【注記事項】

(追加情報)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。

 
(四半期損益計算書関係)

※１ 当社の売上高は、入学・入社シーズンが重なる春が最需要期となるため、第１四半期会計期間の売上高が他の四

半期会計期間に比べて多くなり、業績の季節的変動があります。

　

※２ 受取補償金

前第３四半期累計期間（自　平成28年２月21日　至　平成28年11月20日）

         商品の組み立て工程において混入した不良部品の点検・交換費用に係る補償金について101,810千円を受取補償

金として特別利益に計上しております。

　

※３ 災害による損失

前第３四半期累計期間（自　平成28年２月21日　至　平成28年11月20日）

平成28年４月に発生しました熊本地震による当社店舗の修繕費用等を災害による損失として特別損失に計上して

おります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

(自　平成28年２月21日
至　平成28年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年２月21日
至　平成29年11月20日)

減価償却費 978,385千円 957,988千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成28年２月21日　至　平成28年11月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月14日
定時株主総会

普通株式 367,366 14 平成28年２月20日 平成28年５月16日 利益剰余金
 

 
　(注)「配当金の総額」には、この配当金の基準日である平成28年２月20日現在で役員報酬BIP信託が所有する当社

　株式82,400株に対する配当金1,153千円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

      　該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間（自　平成29年２月21日　至　平成29年11月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月13日
定時株主総会

普通株式 367,366 14 平成29年２月20日 平成29年５月15日 利益剰余金
 

 
　(注)「配当金の総額」には、この配当金の基準日である平成29年２月20日現在で役員報酬BIP信託が所有する当社

　株式82,400株に対する配当金1,153千円が含まれております。
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２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

      　該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社は関連会社がありませんので、該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自　平成28年２月21日　至　平成28年11月20日）

当社は、自転車小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第３四半期累計期間（自　平成29年２月21日　至　平成29年11月20日）

当社は、自転車小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成28年２月21日
至 平成28年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年２月21日
至 平成29年11月20日)

１株当たり四半期純利益金額 95円15銭 103円03銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 2,488,897 2,695,069

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 2,488,897 2,695,069

普通株式の期中平均株式数(株) 26,158,050 26,158,050
 

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２　株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益

金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第３四半期累計期間

82,400株、当第３四半期累計期間82,400株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年12月27日

株式会社あさひ

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松　　井　　隆　　雄   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   近　　藤　　康　　仁   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あさひ

の平成29年２月21日から平成30年２月20日までの第43期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年８月21日から平成29年

11月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年２月21日から平成29年11月20日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あさひの平成29年11月20日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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